
     

 １
Ａ

 
感感

動動
が

あ
る

 
✓
 
長

時
間

学
習

に
よ

る
達

成
感

。
 

✓
 
仲

間
と

や
り

ぬ
い

た
充

実
感

。
 

✓
 
自

分
ひ

と
り

で
は

絶
対

に
や

れ
な

い
こ

と
が

で
き

た
。
 

✓
 
や

り
ぬ

い
た

ら
、

ま
た

行
き

た
い

と
思

う
。

 

✓
 
み

ん
な

本
気

に
な

る
。
 

✓
 
徹

底
学

習
で

、
わ

か
ら

な
い

こ
と

が
わ

か
る

よ
う

に

な
っ

た
。

 

✓
 
全

て
の

塾
の

卒
業

生
が

一
番

思
い

出
に

残
る

も
の

と
し

て
語

る
。

 

✓
 
こ

ん
な

星
空

、
初

め
て

見
た

。
(
小

５
)
 

✓
 
生

徒
の

時
に

夏
期

合

宿
を

経
験

し
て

、
そ

れ

が
忘

れ
ら

れ
ず

に
志

學
舎

の
先

生
に

な
っ

て
い

る
先

生
が

２
０
１
０
年

７
月

現
在

、

１２

人
い

る
。

 

 ２
Ａ

 
効効

果果
が

あ
る

 
✓
 
中

３
入

試
必

出
関

数
の

徹
底

攻
略

 

✓
 
中

３
入

試
必

出
長

文
読

解
の

た
め

の
分

詞
・
関

係
代

名
詞

の
徹

底
理

解
 

✓
 
小

６
入

試
必

出
漢

字
・
こ

と
わ

ざ
知

識
問

題
の

徹
底

学
習

 

✓
 
小

６
入

試
対

応
算

数
の

徹
底

演
習

 

✓
 
小

６
適

性
検

査
問

題
の

徹
底

練
習

 

✓
 
中

１
・
２

個
別

学
習

プ
ロ

グ

ラ
ム

に
よ

る
徹

底
理

解
 

✓
 
中

２
ハ

イ
レ

ベ
ル

学
習

に
よ

る
難

関
校

入
試

の
中

２
範

囲
徹

底
準

備
 

✓
 
小

５
算

数
速

さ
の

徹
底

理

解
 

 ３
Ａ

 
成成

長長
が

あ
る

 
✓
 
４

泊
５

日
の

自
己

管
理

の
経

験
 

✓
 
家

族
か

ら
長

期
離

れ
る

こ
と

に
よ

る
自

信
 

✓
 
伸

び
る

学
力

 

 ４
Ａ

 
楽楽

しし
みみ

が
あ

る
 

✓
 
毎

回
の

食
事

が
楽

し
み

で
す

。
 

✓
 
友

達
と

一
緒

の
部

屋

が
楽

し
み

で
す

。
 

✓
 
友

達
と

一
緒

の
温

泉

が
楽

し
み

で
す

。
 

✓
 
小

テ
ス

ト
等

の
優

秀
者

掲
示

が
楽

し
み

で
す

。
 

✓
 
終

了
時

の
成

績
優

良

者
表

彰
が

楽
し

み
で

す
。
 

✓
 
野

外
活

動
が

楽
し

み
で

す
。

(
小

５
)
 

✓
 
授

業
の

合
間

の
息

抜
き

イ

ベ
ン

ト
が

楽
し

み
で

す
。

(
中

１
・
２

)
 

✓
 
合

宿
最

終
日

夜
の

「
夜

祭
」

が
楽

し
み

で
す

。
 

✓
 
帰

り
の

バ
ス

の
車

中
が

楽
し

み
で

す
。

 

✓
 
２

学
期

の
成

績
が

楽
し

み
で

す
。
 

 ５
Ａ

 
他他

にに
もも

あ
る

 
✓
 
食

事
が

美
味

い
 

✓
 
空

気
が

う
ま

い
 

✓
 
気

温
が

快
適

 

✓
 
景

色
が

い
い

 

 １
Ｎ

 事
故

が
な

い
 

✓
 
生

徒
の

協
力

と
先

生
た

ち
の

緊
張

が
相

ま
っ

て
、

こ

れ
ま

で
大

き
な

事
故

は
皆

無
で

す
。

 

✓
 
体

調
等

で
心

配
が

あ
る

場
合

は
、

す
ぐ

に
最

寄
り

の
総

合
病

院
で

受
診

す
る

手
は

ず
に

な
っ

て
い

ま

す
。
 

✓
 
大

型
貸

切
バ

ス
を

利
用

し
、

無
理

の
な

い
ス

ケ
ジ

ュ

ー
ル

で
中

央
道

を
往

復
し

ま
す

。
 

ま
だ

ま
だ

紹
介

し
た

い
コ

メ
ン

ト
や

分
析

事
例

が
た

く
さ

ん
あ

り
ま

す
が

、
紙

面
の

都
合

で
こ

こ

ま
で

。
 

い
ろ

い
ろ

な
〝〝 〝〝

き
っ

き
っ

き
っ

き
っ

か
け

か
け

か
け

か
け
〟〟 〟〟

が
人

を
変

え

ま
す

。
志

學
舎

伝
統

の

夏
期

合
宿

は
、

こ
れ

ま

で
多

く
の

人
た

ち
の
きき きき

っ
か
け

っ
か
け

っ
か
け

っ
か
け

に
な

っ
て

い
ま

 

★今年で３３３３回回目目となる志學舎伝統の夏期合宿。これだ

けの長期間、続けてきた、続けてこられた、のには理

由があります。生徒の合宿感想作文からその『理由』

を徹底分析。志學舎夏期合宿『５Ａ１Ｎ』(５つの「あ

る」こと、１つの「ない」こと)とは・・・ 



す
。

３３

年
間

も
合

宿
を

続
け

て
い

る
塾

は
、

日

本
広

し
と

い
え

ど
も

、
数

え
る

ほ
ど

。
そ

の
中

で

も
志

學
舎

の
夏

期
合

宿
は

進
化

し
続

け
て

い
る

誇

れ
る

合
宿

で
す

。
 

さ
あ

、
今

回
は

君
の

番
で

す
。

思
い

出
に

残
る

、

最
高

に
充

実
し

た
合

宿
に

し
ま

し
ょ

う
。

 

 

２
０

１
０

年
度

 第
１

回
 

検検
定定

合合
格格

速速
報報

  

漢
検

合
格

速
報

 

漢
検

の
合

格
発

表
が

あ
り

ま
し

た
。

合
格

者
の

み
な

さ
ん

、
お

め
で

と
う

ご
ざ

い
ま

す
。

さ
ら

な

る
準

備
を

重
ね

て
、

次
の

ス
テ

ッ
プ

(
級

)
へ
チ

ャ
レ

ン

ジ
し

て
く

だ
さ

い
。

 

ま
た

、
今

回
残

念
な

が
ら

合
格

で
き

な
か

っ
た

人
は

、
次

回
(
２

学
期

)
が

あ
り

ま
す

。
こ

の
夏

の
練

習
は

必
ず

結
果

に
結

び
つ

き
ま

す
。

が
ん

ば
っ

て

く
だ

さ
い

。
 

◆
英
検
と
数
検
の
合
格
発
表
は
７
月
中
旬
と
な
り
ま
す
。

８
月
号
で
発
表
し
ま
す
。
 

漢
字

検
定

試
験

合
格

者
 

◆◆
準準

２２
級級

  
高
３
 
小
野
 
郁
人
(
高
幡
・

明
大
中
野
八
王
子
高
)
 

中
３
 
森
山
 
知
世
(
高
幡
・
三
沢
中
)
 

 
 
 
山
本
 
海
成
(
高
幡
・
七
生
中
)
 

 
 
 
西
川
 
晟
矢
(
日
野
・
八
王
子
一
中
)
 

中
２
 
藤
本
 
謙
人
(
高
幡
・
桐
光
中
)
 

◆◆
３３

級級
  

中
３
 
浅
岡
 
大
貴
(
高
幡
・
七
生
中
)
 

 
 
 
岩
下
菜
々
子
(
高
幡
・
七
生
中
)
 

 
 
 
岡
 
 
侑
司
(
高
幡
・
松
が
谷
中
)
 

中
３
 
小
林
 
敦
志
(
高
幡
・
日
野
一
中
)
 

 
 
 
内
藤
 
夕
貴
(
高
幡
・
佼
成
女
子
中
)
 

 
 
 
宮
本
 
敦
司
(
高
幡
・
三
沢
中
)
 

 
 
 
横
瀬
 
和
也
(
高
幡
・
三
沢
中
)
 

 
 
 
佐
藤
健
一
朗
(
日
野
・
大
坂
上
中
)
 

 
 
 
杉
原
 
俊
哉
(
日
野
・
石
川
中
)
 

 
 
 
田
中
淡
海
人
(
日
野
・
石
川
中
)
 

 
 
 
根
本
 
真
菜
(
日
野
・
日
野
一
中
)
 

 
 
 
今
井
 
 
亮
(
南
大
沢
・
別
所
中
)
 

 
 
 
宇
佐
美
拓
磨
(
南
大
沢
・
宮
上
中
)
 

 
 
 
湧
井
 
健
太
(
南
大
沢
・
南
大
沢
中
)
 

 
 
 
片
山
 
桃
歌
(
南
大
沢
・
宮
上
中
)
 

 
 
 
清
水
 
 
凜
(
南
大
沢
・
鑓
水
中
)
 

 
 
 
沼
田
 
菜
月
(
南
大
沢
・
上
柚
木
中
)
 

 
 
 
野
田
 
浩
輝
(
南
大
沢
・
宮
上
中
)
 

 
 
 
畑
山
 
大
弥
(
南
大
沢
・
南
大
沢
中
)
 

 
 
 
藤
枝
 
友
紀
(
南
大
沢
・
別
所
中
)
 

 
 
 
森
山
 
青
也
(
南
大
沢
・
宮
上
中
)
 

 
 
 
安
井
 
綾
菜
(
み
な
み
野
・
七
国
中
)
 

 
 
 
小
林
 
真
紀
(
西
八
王
子
・
横
山
中
)
 

 
 
 
佐
久
間
竣
介
(
西
八
王
子
・
陵
南
中
)
 

 
 
 
川
合
 
航
平
(
若
葉
台
・
稲
城
六
中
)
 

 
 
 
薗
田
 
克
哉
(
若
葉
台
・
稲
城
六
中
)
 

 
 
 
町
田
 
 
敦
(
若
葉
台
・
稲
城
六
中
)
 

 
 
 
松
川
 
拓
也
(
若
葉
台
・
真
光
寺
中
)
 

中
２
 
藤
井
 
 
匠
(
高
幡
・
三
沢
中
)
 

 
 
 
安
田
 
衣
里
(
高
幡
・
三
沢
中
)
 

 
 
 
木
村
 
健
登
(
日
野
・
大
坂
上
中
)
 

 
 
 
田
中
 
蒼
太
(
日
野
・
大
坂
上
中
)
 

 
 
 
杉
山
晃
太
郎
(
み
な
み
野
・
み
な
み
野
中
)
 

 
 
 
山
口
 
希
望
(
み
な
み
野
・
み
な
み
野
中
)
 

中
１
 
小
原
 
直
也
(
高
幡
・
三
沢
中
)
 

◆◆
４４

級級
  

中
３
 
中
井
 
竣
介
(
み
な
み
野
・
七
国
中
)
 

中
２
 
佐
藤
 
優
菜
(
高
幡
・
三
沢
中
)
 

中
２
 
佐
俣
 
亜
美
(
高
幡
・
三
沢
中
)
 

 
 
 
沢
田
 
 
航
(
高
幡
・
三
沢
中
)
 

 
 
 
瀧
沢
 
理
紗
(
高
幡
・
日
野
三
中
)
 

 
 
 
武
田
 
侑
也
(
高
幡
・
三
沢
中
)
 

 
 
 
藤
本
 
 
咲
(
高
幡
・
三
沢
中
)
 

 
 
 
三
森
 
美
佳
(
高
幡
・
平
山
中
)
 

 
 
 
山
口
 
佳
帆
(
高
幡
・
三
沢
中
)
 

 
 
 
山
口
 
太
郎
(
高
幡
・
三
沢
中
)
 

 
 
 
蟹
江
 
優
樹
(
日
野
・
大
坂
上
中
)
 

 
 
 
佐
藤
 
圭
悟
(
日
野
・
日
野
一
中
)
 

 
 
 
宮
﨑
も
も
か
(
日
野
・
大
坂
上
中
)
 

中
１
 
中
島
 
翔
平
(
高
幡
・
三
沢
中
)
 

 
 
 
堀
 
 
晃
輔
(
高
幡
・
三
沢
中
)
 

 
 
 
松
岡
 
萌
絵
(
日
野
・
大
坂
上
中
)
 

 
 
 
大
谷
 
芽
衣
(
み
な
み
野
・
七
国
中
)
 

 
 
 
渡
辺
 
夏
奈
(
み
な
み
野
・
七
国
中
)
 

◆◆
５５

級級
  

中
２
 
野
田
 
雄
太
(
高
幡
・
三
沢
中
)
 

 
 
 
木
原
 
匠
海
(
日
野
・
大
坂
上
中
)
 

 
 
 
内
田
 
拓
実
(
西
八
王
子
・
八
王
子
七
中
)
 

中
１
 
櫛
田
 
萌
絵
(
高
幡
・
三
沢
中
)
 

 
 
 
内
藤
 
義
斗
(
高
幡
・
日
大
三
中
)
 

 
 
 
脇
 
 
大
河
(
高
幡
・
日
野
三
中
)
 

 
 
 
小
林
 
里
奈
(
日
野
・
石
川
中
)
 

 
 
 
智
野
 
朱
里
(
日
野
・
大
坂
上
中
)
 

 
 
 
名
和
 
蒼
真
(
日
野
・
大
坂
上
中
)
 

 
 
 
西
川
 
航
矢
(
日
野
・
八
王
子
一
中
)
 

 
 
 
宮
﨑
の
ぞ
み
(
日
野
・
大
坂
上
中
)
 

 
 
 
森
下
 
愛
佳
(
南
大
沢
・
宮
上
中
)
 

 
 
 
伊
藤
ほ
の
か
(
み
な
み
野
・
み
な
み
野
中
)
 

 
 
 
太
田
 
祐
輝
(
み
な
み
野
・
七
国
中
)
 

 
 
 
島
田
菜
々
美
(
み
な
み
野
・
七
国
中
)
 

 
 
 
平
出
 
千
景
(
西
八
王
子
・
横
山
中
)
 

 
 
 
衛
藤
 
美
也
(
若
葉
台
・
稲
城
六
中
)
 

 
 
 
芝
野
 
宏
祐
(
若
葉
台
・
諏
訪
中
)
 

小
６
 
北
村
 
祐
心
(
高
幡
・
七
生
緑
小
)
 

 
 
 
相
馬
 
宇
喬
(
高
幡
・
潤
徳
小
)
 

 
 
 
手
塚
 
美
希
(
高
幡
・
連
光
寺
小
)
 

 
 
 
山
口
 
拓
真
(
高
幡
・
夢
ヶ
丘
小
)
 

 
 
 
佐
野
 
雄
一
(
日
野
・
日
野
一
小
)
 

 
 
 
竹
澤
 
朋
哉
(
若
葉
台
・
若
葉
台
小
)
 

 
 
 
長
原
 
紗
英
(
若
葉
台
・
若
葉
台
小
)
 

◆◆
６６

級級
  

小
６
 
池
永
 
萌
杏
(
高
幡
・
潤
徳
小
)
 

 
 
 
落
合
 
将
大
(
高
幡
・
日
野
八
小
)
 

 
 
 
加
藤
 
由
菜
(
高
幡
・
潤
徳
小
)
 

 
 
 
小
林
 
裕
也
(
高
幡
・
日
野
八
小
)
 

 
 
 
佐
俣
 
直
弥
(
高
幡
・
潤
徳
小
)
 

 
 
 
島
川
 
真
帆
(
高
幡
・
潤
徳
小
)
 

 
 
 
高
木
 
翔
太
(
高
幡
・
潤
徳
小
)
 

 
 
 
野
澤
知
ゆ
り
(
高
幡
・
滝
合
小
)
 

 
 
 
野
澤
 
宗
平
(
高
幡
・
滝
合
小
)
 

 
 
 
日
置
 
健
太
(
高
幡
・
潤
徳
小
)
 

 
 
 
村
上
 
莉
緒
(
日
野
・
日
野
七
小
)
 

 
 
 
佐
久
間
亮
介
(
西
八
王
子
・
船
田
小
)
 

 
 
 
齋
藤
 
里
彩
(
若
葉
台
・
長
峰
小
)
 

 
 
 
花
園
 
悠
太
(
若
葉
台
・
若
葉
台
小
)
 

小
５
 
伊
藤
 
 
大
(
高
幡
・
潤
徳
小
)
 

◆◆
７７

級級
  

小
５
 
阿
部
 
由
夏
(
高
幡
・
南
平
小
)
 

 
 
 
北
村
 
育
大
(
高
幡
・
七
生
緑
小
)
 

 
 
 
小
林
 
直
生
(
高
幡
・
日
野
八
小
)
 

 
 
 
佐
伯
 
朋
香
(
高
幡
・
日
野
八
小
)
 

 
 
 
野
﨑
 
一
哉
(
高
幡
・
潤
徳
小
)
 

 
 
 
丸
尾
安
理
沙
(
高
幡
・
南
平
小
)
 

 
 
 
熊
谷
 
怜
士
(
南
大
沢
・
鑓
水
小
)
 

 
 
 
山
村
 
晴
香
(
南
大
沢
・
鑓
水
小
)
 

 
 
 
吉
田
 
雄
馬
(
南
大
沢
・
下
柚
木
小
)
 

 
 
 
野
中
 
穗
希
(
若
葉
台
・
稲
城
六
小
)
 

小
４
 
永
松
 
和
馬
(
日
野
・
東
光
寺
小
)
 



小
４
 
長
原
 
梨
英
(
若
葉
台
・
若
葉
台
小
)
 

◆◆
８８

級級
  

小
４
 
阿
部
 
里
美
(
高
幡
・
平
山
小
)
 

 
 
 
内
藤
 
亜
美
(
高
幡
・
日
野
八
小
)
 

 
 
 
熊
谷
 
颯
太
(
南
大
沢
・
愛
宕
小
)
 

◆◆
９９

級級
  

小
３
 
青
木
 
 
光
(
高
幡
・
潤
徳
小
)
 

 

ササ
ママ

ーー
キキ

ッッ
クク

オオ
フフ

報報
告告

  

《中
学

部
》 

６
月

６
日

(
日

)
、

志
學

舎
６

教
室

、
２

５
０

名
の

中
学

生
が

一
同

に
集

ま
り

、
多

摩
セ

ン
タ

ー
の

パ

ル
テ

ノ
ン

多
摩

に
て

、
中

学
部

サ
マ

ー
キ

ッ
ク

オ
フ

が
行

な
わ

れ
ま

し
た

。
志

學
舎

で
は

こ
の

サ
マ

ー

キ
ッ

ク
オ

フ
が

夏
へ
の

ス
タ

ー
ト

の
日

だ
と

位
置

付

け
て

い
ま

す
。

こ
の

日
を

起
点

に
し

て
、

夏
の

目
標

を
た

て
、

充
実

し
た

夏
に

な
る

よ
う

に
、

何
を

す

る
べ

き
か

考
え

て
も

ら
い

、
充

実
し

た
夏

を
過

ご

す
為

の
ヒ

ン
ト

を
持

っ
て

帰
っ

て
も

ら
う

の
が

こ
の

会
の

目
的

で
す

。
 

第
一

部
で

は
塾

長
の

積
よ

り
、

「
勉

強
す

る
意

味
」
に

つ
い

て
話

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
夏

と

い
う

の
は

自
分

の
夢

、
目

標
に

近
づ

く
大

き
な

チ

ャ
ン

ス
と

い
え

ま
す

。
是

非
と

も
、

こ
の

夏
を

飛
躍

の
き

っ
か

け
に

し
て

く
だ

さ
い

。
 

第
二

部
で

は

今
年

の
３

月
に

中
学

を
卒

業
し

、

４
月

に
高

校
生

に
な

っ
た

宮
木

さ
ん

、
八

木
さ

ん
、

黒
木

君
、

芳

賀
さ

ん
、

金
子

君
を

お
招

き
し

、

中
学

生
の

皆
さ

ん
に

学
校

生
活

の
苦

労
話

、
成

功

体
験

、
受

験
に

つ

い
て

熱
く

語
っ

て

も
ら

い
ま

し
た

。
 

第
三

部
で

は
、

３０

年
以

上
続

い
て

い
る

伝
統

の
夏

合
宿

を
映

像

を
使

っ
て

紹
介

。
こ

の
合

宿
に

参
加

す
る

こ
と

で
、

ど
れ

だ
け

中
学

生
が

成
長

で
き

る
か

を
知

っ
て

も

ら
う

の
も

、
本

会
の

も
う

一
つ

の
目

的
で

す
。

今

年
は

、
中

１
～

中
３

の
３

年
間

連
続

し
て

合
宿

に

参
加

し
て

く
れ

た
卒

業
生

代
表

森
山

君
か

ら
も

、

壇
上

か
ら

熱
い

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

も
ら

い
ま

し
た

。

自
分

の
体

験
を

踏
ま

え
て

、
合

宿
で

ど
れ

だ
け

変

化
し

、
成

長
で

き
た

の
か

を
語

っ
て

く
れ

ま
し

た
。

今
年

の
夏

合
宿

も
、

森
山

君
の

体
験

し
た

合
宿

同

様
、

あ
る

い
は

そ
れ

以
上

に
期

待
し

て
く

だ
さ

い
。

 

各
中

学
で

の
期

末
テ

ス
ト

が
終

わ
る

と
、

い
よ

い

よ
夏

休
み

。
皆

さ
ん

に
と

っ
て

最
高

の
夏

に
な

る

よ
う

、
志

學
舎

一
同

、
精

一
杯

バ
ッ

ク
ア

ッ
プ

し
て

い
き

ま
す

。
皆

さ
ん

も
８

月

３１

日
に

「
今

年
の

夏

は
充

実
し

て
い

た
な

ぁ
」
と

思
え

る
よ

う
に

、
夏

前

に
た

て
た

目
標

が
達

成
で

き
る

よ
う

に
、

が
ん

ば

っ
て

い
こ

う
！

 

南
大

沢
教

室
 

教
室

長
 
福
岡

  

《小
学

部
》 

去
る

６
月

１９

日
の
夕
方

、
志

學
舎
恒

例
の

サ
マ

ー
キ

ッ
ク

オ
フ

が
開
催

さ
れ

ま
し

た
。

今
回

は
、

八
王

子
市

南
大

沢
に

あ
る
文

化
会
館

の
交
流
ホ

ー
ル

が
会
場

で
し

た
が

、
予
定

よ
り

多
い

２
３

０
名

を
超

え
る
方

に
ご

参
加

を
頂

き
ま

し
た

。
席

が
足

り
ず

に
、
後

か
ら

会
場

に
イ

ス
を
入

れ
る

ほ
ど

の

満
員

で
し

た
。

 

サ
マ

ー
キ

ク
オ

フ
は

、
志

學
舎

の
小

学
５

年
生

と
小

学
６

年
生

に
向

け
て

「
充

実

し
た

夏
」
を

過
ご

す
為

の
ア
ド

バ
イ

ス
や

メ
ッ

セ
ー

ジ

を
す

る
た

め
の

イ
ベ

ン
ト

で
、

志

学
舎

の
全

教
室

か
ら

生
徒

と
保
護

者
が

集
結

す

る
小

学
部

最
大

の
全

塾
集

会
で

す
。

 

今
回

は
、
東
京
純
心
女

子
中

学
・
高

校
の
岩
崎

淳
子

校
長

に
応
援

に
駆

け
つ

け
て
頂

き
ま

し
た

。

岩
崎
先

生
か

ら
は

、
塾

生
の

皆
さ

ん
と
保
護

者
の

方
に
向

け
て

、
受

験
だ

け
で

な
く

、
人

間
と

し
て

生
き

て
い

く
た

め
の
有
益

な
ア
ド

バ
イ

ス
を
頂

き

ま
し

た
。

 

ま
た

、
塾

長
の

積
を

は
じ

め
、

各
教

室
の

教
室

長
か

ら
も

「
充

実
し

た
夏

」
を

キ
ー
ワ

ー
ド

に
、

ご

参
加
頂

い
た

皆
さ

ん
に
向

け
て

、
色
々

と
ア
ド

バ

イ
ス

を
し

ま
し

た
。

夏
休

み
の

よ
う

な
長

期
の

お

休
み

の
有
効

な
活
用

の
仕
方

、
学

習
に
対

す
る
心

構
え

や
学

習
の

進
め
方

、
志

學
舎

の
夏

期
講

習
や

夏
期

合
宿

に
つ

い
て

と
盛

り
沢

山
の
内
容

で
し

た
。

 

特
に

、
参

加
者

の
多

く
が
感
動

し
て

く
れ

た
の

は
、
私
立

や
公
立

の
中

学
受

験
を
乗

り
越

え
た

卒

業
生

の
皆

さ
ん

が
イ

ン
タ
ヴ
ュ
ー

に
協
力

を
し

て

く
れ

て
、
後
輩

の
皆

さ
ん

に
、
色
々

と
ア
ド

バ
イ

ス

や
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
送

る

映
像

で
し

た
。

中
に

は
、

ま
だ

受
験

本
番

を
迎

え
る

前
の

夏
期

合
宿

で
の

も
の

と
受

験
の

本

番
を

終
え

て
志
望

校

に
合

格
し

て
か

ら
の

も

の
と

の
、

ど
ち

ら
に

も

出
演

し
て

く
れ

た
卒

業
生

も
い

て
半

年
間

で
大

き

く
成

長
す

る
姿

が
頼

も
し

く
参

加
の
方

か
ら

も

歓
声

が
あ

が
り

ま
し

た
。

 

毎
年

、
子
供

た
ち

が
こ

の
集

会
で

何
か

を
感
じ

、

そ
れ

が
「
充

実
し

た
夏

」
を

過
ご

す
為

の
大

き
な

一
歩

に
な

っ
て

い
ま

す
。

今
年

も
そ

の
機

会
を
提

供
で

き
た

こ
と

を
う

れ
し

く
思

い
ま

す
。

 

若
葉
台

教
室

 
教

室
長

 
館
野

 
 

理理
科科

実実
験験

教教
室室

開開
催催

！！
  

突
然

で
す

が
、
水

の
入

っ
た

コ
ッ

プ
に

紙
で
ふ

た

を
し

て
ひ

っ
く

り
返

し
た

ら
ど

う
な

る
で

し
ょ

う

か
？

 

―
―
―
答

え
は

、
「
水

は
こ
ぼ

れ
な

い
。

」
で

す
。

 

 

こ
れ

は
、
『
大
気
圧

(
空
気

が
も

の
を
押

す
力

)
』

が
コ

ッ
プ

の
下

か
ら

紙
を

お
さ

え
て

い
る

た
め

で

す
。

 

こ
の

よ
う

に
、
私

た
ち

の

身
の

回
り

に

は
ふ

し
ぎ

で

お
も

し
ろ

い



科
学

マ
ジ

ッ
ク

が
あ

ふ
れ

て
い

ま
す

。
 

そ
う

い
っ

た
科

学

の
ふ

し
ぎ

な
現
象

を

生
徒

達
に
身

近
に

感
じ

て
も

ら
お

う
と

、

６
月

26

日
(
土

)
に

、
志

學
舎
全

６
教

室
に

て
、
理

科
実

験
教

室
『
び

っ
く

り
科

学
マ

ジ
ッ

ク
シ
ョ

ー
』
が

開
催

さ
れ

ま
し

た
。
当

日
は

、
マ

ジ
ッ

ク
を
通
じ

て
、

様
々

な
角
度

か
ら
科

学
を

体
験

し
て

も
ら

い
ま

し
た

。
 

冒
頭

の
コ

ッ
プ

の

マ
ジ

ッ
ク

で
は

、
生

徒
は

ず
ぶ
濡

れ
に

な
り

な
が

ら
も

何

度
も

チ
ャ

レ
ン

ジ

し
、

成
功

し
た

と

き
の
喜

び
の
顔

が

と
て

も
印
象

的
で

し
た

。
帰

っ
た

あ

と
、

お
家

で
リ
ビ

ン
グ

の
床

を

濡
ら

し
て

い
な

い
か

、
と

て
も

心
配

で
す

。
 

そ
の
他

に
も

、
荷
造

り
ヒ
モ

で
作

っ
た
電
気

ク
ラ
ゲ

を
静
電

気
で
空

中
浮
遊

さ
せ

た
り

、
ハ
ン

ド
パ
ワ

ー
で
振

り
子

を
あ

や
つ

っ
た

り
、

自
分

の
手

で
繰

り
広

げ
ら

れ
る
ふ

し
ぎ

な
現
象

に
目

を
輝

か
せ

て
い

ま
し

た
。
後

日

学
校

で
ク
ラ

ス
の

み
ん

な
に
披

露
し

て
い

る
生
徒

の
自
慢
顔

が

目
に
浮

か
び

ま
す

。
 

次
回

の
理
科

実
験

教
室

は
、

12

月
に
開
催
予
定

で
す

。
行

う
内
容

は
ま

だ
秘
密

で
す

が
、

新
た

な
発
見

と
驚

き
が

あ
る

も
の

を
計
画

し
て

い
ま

す
。

み

な
さ

ん
の

参
加

を
お

待
ち

し
て

お
り

ま
す

！
 

南
大

沢
教

室
 
石
田

 

             

                

 

ここれれかかららのの主主なな予予定定〈〈７７月月〉〉  

① 〔７月 ３日(土)〕中学部学力テスト 

② 〔７月１１日(日)〕英語検定２次試験 

③ 〔７月１７日(土)〕１学期通常授業終了 

④ 〔７月１９日(月)〕プレサマースクール 

⑤ 〔７月２０日(火)〕プレサマースクール 

⑥ 〔７月２２日(木)〕夏期講習スタート 

※学年・コースにより開始日は異なります。 

 

編集後記 
異論あるかもしれませんが、先月我々に一番感動を与えてくれたのは人口衛星「はやぶさ」の帰還ではなかったでしょうか。

満身創痍(まんしんそうい)ながら、約７年の飛行を終え地球にたどりつき、本体は燃えつきて消滅、ミッション(使命)であるカプセ

ルの帰還は見事に成功。日本の科学技術の際立ったところを見せてくれました。近い将来、科学技術のワールドカップが開催さ

れると、日本は軽く決勝トーナメントへいけるのではないでしょうか。月から石を持ち帰る技術を競い合う。打ち上げロケットの軽

量化、往復のスピード、落下日時と場所の正確さ等、優劣を決める審査材料は多くあります。ロボコンがあるから、ロケコンがあっ

ていいかと思います。感動だけではなく、宇宙へのロマンもかきたててくれました。 

今回の特集は、我が志學舎の夏期合宿。その分析にある、小５・中１・中２が感動する志賀高原の満点の空。そしてその中でも

初めて間近に見る「天の川」は、子ども達の脳裏に焼きつけられます。今年も宇宙を身近に感じられる夏期合宿が楽しみです。 

志學舎 広報部 

２０１０年度 夏期講習スケジュール 
月 7月 ８月 ９月 

日 17 18 19 20 22 23 24 26 27 29 30 31 2 3 4 6 7 8 9 10 19 20 21 23 24 26 27 28 29 30 31 1 2 3 

曜日 土 日 月 火 木 金 土 月 火 木 金 土 月 火 水 金 土 日 月 火 木 金 土 月 火 木 金 土 日 月 火 水 木 金 

 

区分   第１ターム 第２ターム 合宿ターム 第３ターム 第４ターム  

小３ 
 ○ ○  ○ ○            ○ ○ ○ ○     

小４ 
 ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●      ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○    

小５ 
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

前期ＦＵ 

■ ■ ■ ■ ■ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○    

受験科 

小６ 
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ □ □ □ □ □ □ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ テ   

小５ 
         ● ● ●      ● ● ●         

中高一貫 

小６ 
 ○ ○  ○ ○ ○ ○  □ □  □ □ □ □ □ ○ ○  ○ ○ ○ ○     

小４ 
    ○ ○ ○ ○          ○ ○ ○ ○     

小５ 
 ○ ○  ○ ○ ○ ○          ○ ○ ○ ○     公立本科 

小６ 
 ○ ○  ○ ○ ○ ○          ○ ○ ○ ○     

中１ 
 ○ ○  ○ ○ ○ ○  ■ ■ ■ ■ ■ ● ● ● ○ ○ ○ ○  テ   

中２ 
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

前期ＦＵ 

■ ■ ■ ■ ■ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ テ   本科 

中３ 
 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ □ □ □ □ □ □ □ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ テ   

マイティーチャー 

１
学

期
終

了
 

 

プ
レ

サ
マ

ー
ス

ク
ー

ル
 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○      ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ （テ） 

夏
期

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
 

  

２
学

期
開

講
 

①プレサマースクール・フォローアップ期間は、全員対象のものではありません。 

②●は選択講座 ■は希望者参加の講座です。 

③マイティーチャーの○は個別指導開講日です。相談で受講日を決定します。 

④若葉台教室の小学部の日程に、一部変更があります。お間違えのないようにしてください。 

 


